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き
た
い
。
牛
乳
や
お
肉
を
自
然
の
恵
み
と

し
て
受
け
取
り
、
人
間
側
に
供
給
す
る
の

が
筋
の
通
っ
た
や
り
方
じ
ゃ
な
い
か
な
」

　

と
、
牛
の
都
合
に
合
わ
せ
た
酪
農
の
あ

り
方
を
追
い
求
め
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の「
対
談
」は
、
地
元
の
獣
医

師
・
末
永
龍
太
さ
ん（
82
年
、
札
幌
市
生

ま
れ
。
６
月
号
を
参
照
）が
、
こ
の
種
の

催
し
で
話
す
の
は
初
め
て
と
い
う
小
栗
さ

ん
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
形
で
始
ま
っ
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
北
海
道
立
農
業
大
学

校（
本
別
町
）に
進
ん
だ
こ
ろ
、
小
栗
さ
ん

は
大
き
な
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
で
働
く

こ
と
に
憧
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
実
習
先

の
大
規
模
農
場
は「
何
か
冷
た
い
感
じ
が

し
た
」。
全
体
が
把
握
で
き
る
実
家
の
牛

舎
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、「
自
分
に
は
合

わ
な
い
の
か
な
…
」と
思
う
。

　

小
栗
牧
場
は
ち
ょ
う
ど
、
両
親
が
放
牧

酪
農
に
転
換
し
た
時
期
だ
っ
た
。「
そ
れ
な

ら
、
や
っ
て
み
た
い
」と
実
家
に
戻
る
。

　

就
農
後
は
、
牛
の
病
気
や
事
故
に
遭
遇

す
る
場
面
も
あ
っ
た
。

「
子
牛
の
哺
乳
経
験
が
な
い
せ
い
か
、
下

痢
で
死
な
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
何
回
か

あ
っ
た
。『
こ
れ
じ
ゃ
駄
目
だ
な
。
殺
し
た

く
な
い
な
…
』と
思
い
ま
し
た
」

　

法
定
伝
染
病
で
子
牛
な
ど
に
発
生
す
る

腸
炎
の
ヨ
ー
ネ
病
が
発
生
す
る
と
、
罹
っ

た
牛
は
殺
処
分
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
か
な
り
の
頭
数
を
薬
殺
し
た
け
れ
ど
、

女
性
の
獣
医
さ
ん
が
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら

薬
を
注
入
し
て
い
た
。
こ
れ
は
見
た
く
な

い
場
面
で
す
が
、『
き
ち
ん
と
見
届
け
て
や

ろ
う
』と
思
い
ま
し
た
」と
振
り
返
る
。

　

放
牧
に
転
換
後
は「
牛
は
草
食
動
物
」の

原
点
に
立
ち
返
り
、
無
化
学
肥
料
で
育
て

た
放
牧
草
と
採
草
地
か
ら
収
穫
し
た
サ
イ

レ
ー
ジ（
発
酵
飼
料
）を
メ
ー
ン
に
与
え
る
。

高
い
乳
量
を
維
持
す
る
た
め
の
濃
厚
飼
料

は
激
減
さ
せ
た
。
小
栗
さ
ん
の
頭
の
な
か

に
も
、「
配
合（
濃
厚
）飼
料
は
良
く
な
い
。

な
る
べ
く
牧
草
だ
け
で
飼
い
た
い
」と
の

思
い
が
強
か
っ
た
。

「
頭
で
っ
か
ち
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

牛
の
要
求
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
飼
料
を
食
べ

ら
れ
な
い
状
態
が
長
く
続
い
た
結
果
、
ア

ル
コ
ー
ル
不
安
定
乳
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

か
な
り
長
い
間
、
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
生

乳
を
捨
て
た
ん
で
す
。
牛
の
毛
づ
や
も
悪

く
な
り
、
や
せ
て
き
ま
し
た
」

　

と
、
反
省
を
込
め
て
話
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
不
安
定
乳
と
は
、
生
乳
と

70
％
ア
ル
コ
ー
ル
を
１
対
１
の
割
合
で
混

合
し
、
凝
固
物
が
生
じ
る
乳
の
こ
と
。
原

因
に
は
、
環
境
の
変
化
や
疾
病
の
併
発
、

ホ
ル
モ
ン
に
よ
る
影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

特
に
給
与
飼
料
の
影
響
が
重
要
視
さ
れ
て

い
る
。
放
牧
へ
の
転
換
期
に
起
き
た
乳
質

の
異
変
は
、
若
い
小
栗
さ
ん
に
苦
い
思
い

を
抱
か
せ
た
よ
う
だ
。

　

酪
農
家
で
生
ま
れ
た
雄
の
子
牛
は
、
生

後
１
週
間
ほ
ど
で
市
場
に
出
荷
さ
れ
、
肉

牛
農
家
の
下
で
育
て
ら
れ
る
。
乳
を
出
さ

な
い
の
で
、
雄
子
牛
を
輸
送
車
に
乗
せ
た

時
点
で
、
関
心
は
販
売
価
格
の
多
寡
だ
け

に
移
る
こ
と
が
多
い
。

　

小
栗
さ
ん
は
、
町
内
で
肉
牛
を
扱
う
知

人
と
話
す
う
ち
に
、
雄
の
子
牛
に
対
す
る

見
方
を
変
え
て
い
く
。

「
そ
れ
ま
で
は
、
牛
舎
か
ら
溢
れ
た
ら
肉

用
に
出
荷
し
て
当
た
り
前
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
が
、（
雌
牛
は
）で
き
る
だ
け
妊

娠
さ
せ
て
出
荷
し
、
長
く
飼
っ
て
も
ら
お

う
、
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
て
き
た
」

ルポライター
滝川 康治

〝農と食〟
北の大地から
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「アニマルウェルフェア畜産」の今（その７）

──「家畜福祉セミナー in 八雲」の試みから──
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
家
畜
福
祉
。
Ａ
Ｗ
と
略
）の
取

り
組
み
を
畜
産
が
盛
ん
な
地
域
に
広
め
よ
う
と
、「
北
海

道
・
農
業
と
動
物
福
祉
の
研
究
会
」（
代
表
・
瀬
尾
哲
也
帯

広
畜
産
大
学
講
師
）が
８
月
下
旬
、「
家
畜
福
祉
セ
ミ
ナ
ー

in
八
雲
」を
開
催
し
た
。
世
界
の
Ａ
Ｗ
事
情
に
明
る
い
松

木
洋
一
さ
ん（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
名
誉
教
授
）が
急

速
に
畜
産
革
命
が
進
む
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）の
最
新
事
情
を

紹
介
。
地
元
で「
牛
の
都
合
に
合
わ
せ
た
飼
い
方
」を
追
求

す
る
若
き
放
牧
酪
農
家
と
獣
医
師
の
対
談
や
、
同
研
究
会

が
進
め
る
Ａ
Ｗ
認
証
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
関
す
る
報
告
が

続
い
た
。「
飼
料
自
給
１
０
０
％
」を
実
現
し
た
北
里
大
学

八
雲
牧
場
な
ど
も
見
学
し
た
参
加
者
た
ち
は
、
Ａ
Ｗ
畜
産

の
今
後
に
向
け
て
手
応
え
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。

　

渡
島
管
内
八
雲
町
の
市
街
地
か
ら
西
に

５
キ
ロ
ほ
ど
行
っ
た
、
放
牧
酪
農
の
世
界

で
は
よ
く
知
ら
れ
る
小
栗
牧
場
。
20
年
ほ

ど
前
ま
で
経
産
牛
１
頭
あ
た
り
１
万
キ
ロ

近
い
生
乳
を
搾
っ
て
い
た
が
、
牛
の
病
気

が
多
発
し
て〝
介
護
酪
農
〟に
陥
っ
た
の
を

機
に
、
１
９
９
７
年
か
ら
放
牧
酪
農
に
転

換
し
、
健
全
経
営
を
続
け
る
。

　

牧
場
の
４
代
目
・
小
栗
格
さ
ん（
１
９

７
７
年
、
八
雲
町
生
ま
れ
）は
、
５
年
前

に
経
営
を
引
き
継
い
だ
。
両
親
の
放
牧
に

対
す
る
志
に
共
感
し
、
牛
と
人
間
の
よ
り

良
い
関
係
を
ず
っ
と
考
え
て
き
た
。

「
人
間
側
の
大
量
生
産
・
低
価
格
サ
イ
ク

ル
を
ベ
ー
ス
に
す
る
と
、
牛
や
土
、
草
に

無
理
が
か
か
る
。
僕
は
、
牛
と
自
分
の
歩

幅
を
合
わ
せ
、
同
じ
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い

放
牧
へ
転
換
を
機
に
Ｕ
タ
ー
ン

牛
の
都
合
に
合
わ
せ
た
酪
農
へ

頭
で
っ
か
ち
の
対
応
で
事
故
も

自
然
な
姿
で
牛
の
世
話
を
追
求

▲北里大学八雲牧場で草を食べる牛たちを見学す
るセミナー参加者

◀ゆったりと草を食む小栗牧場の牛。ストレスの
ない飼い方を追求している

 

家
畜
と
人
が
互
い
に
満
た
さ
れ
生
き
る

〝
畜
産
革
命
〟が
世
界
で
進
ん
で
い
る

20 年近く前に放牧酪農に転換した小栗牧場では夏の間、昼夜放牧をしている。真冬でも屋外での運動を欠かさない。転換時には牛の病気や事故が
起きるなど苦労したが、今は牛にも人間にもゆとりが生まれた。セミナーの参加者は牧場を訪れ、牛や草の状態などを観察した（８月 30 日）
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21
世
紀
に
な
っ
て
、
欧
米
な
ど
畜
産
先

進
国
は
工
場
的
な
畜
産
か
ら
の
転
換
を
め

ざ
し
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

が「
フ
ァ
ー
ム 

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

(Farm
 Anim

al W
elfare)

」で
す
。
日
本

で
は「
家
畜
福
祉
」と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
人

間
の
社
会
保
障
と
混
同
さ
れ
や
す
く
、
聞

き
慣
れ
な
い
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
僕
は
、
説
明
の
仕
方
を
変
え

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
英
語
の「
ウ
ェ
ル

フ
ェ
ア
」は
福
祉
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

語
源
的
意
味
は「
満
た
さ
れ
て（W

el

）、

生
き
て
い
る（fare

）」で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
た
ち
と
話
す
と
、
我
々
が
考
え
る

よ
う
な
社
会
保
障
的
な
福
祉
の
概
念
よ
り

の
自
由
』に
も
う
一
つ
加
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
」と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
人
間

側
が
動
物
か
ら
癒
し
を
受
け
る
、
と
い
う

関
係
性
も
考
え
た
ほ
う
が
い
い
。
こ
う
し

た
原
則
に
基
づ
い
て
今
、
世
界
で
畜
産
革

命
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
を
実
現

す
る
に
は
、
20
世
紀
の
反
省
が
必
要
で
す
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
近
代
農
法
に
よ
る

農
業
活
動
の
な
か
で
、
環
境
汚
染
を
引
き

起
こ
し
、
食
の
安
全
を
脅
か
し
、
生
態
系

を
破
壊
し
、
動
物
を
虐
待
し
て
き
た
─
─

と
い
う
４
つ
の
問
題
が
起
き
た
こ
と
を
反

省
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
効
率
性
や
生

産
性
を
追
求
す
る
た
め
に
、
多
数
の
家
畜

の
自
由
を
閉
じ
込
め
た
こ
と
を
省
み
、「
５

つ
の
自
由
」で
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
。

　

日
本
の
場
合
、
欧
米
で
確
立
さ
れ
た
工

場
的
畜
産
シ
ス
テ
ム
を
素
直
に
導
入
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
の
反
省
が
足
り
な

い
の
で
、
21
世
紀
の
畜
産
革
命
の
路
線
に

な
か
な
か
乗
れ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）で
は
２
０
０
７
年
、

加
盟
国
の
憲
法
と
も
い
え
る
リ
ス
ボ
ン
条

約
の
第
13
条
に
お
い
て
、
家
畜
は
単
な
る

（
ま
つ
き
・
よ
う
い
ち
）１
９
７
４
年
、
東
京
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
農
学
博
士
。
オ
ラ
ン
ダ
・

ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
客
員
教
授
、
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
教
授
な
ど
歴
任
。
日
本
の
家
畜
福
祉
研
究
の
第
一
人

者
で
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
事
情
に
明
る
い
。
北
海
道

内
を
農
村
調
査
に
歩
い
た
経
験
も
豊
富
。
ア
グ
リ
ネ
イ

チ
ャ
ー
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
協
会
理
事
長
。
著
書『
日
本
農
林

業
の
事
業
体
分
析
』（
日
本
経
済
評
論
社
）、
編
著『
日
本
と

Ｅ
Ｕ
の
有
機
畜
産
』(

農
文
協)

な
ど
。
家
畜
の
健
康
と
福

祉
に
つ
い
て
の
論
文
多
数
。
東
京
都
在
住

北里大の八雲牧場では夏の間、放牧地で生まれた子
牛は半年間、母牛と一緒に育つ

獣医師の末永さん（写真左）の質問に小栗さんが答える形
で「対談」が進んだ

近
代
農
法
の〝
反
省
〟を
踏
ま
え
た

Ｅ
Ｕ
の
多
様
な
取
り
組
み
に
学
ぶ

「
家
畜
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
in
八
雲
」の
講
演
か
ら
─
─

　

小
栗
さ
ん
は
今
、
両
親
ら
と
と
も
に
70

頭
近
い
乳
牛（
う
ち
経
産
牛
は
48
頭
）を
飼

う
。
夏
場
は
昼
夜
放
牧
、
真
冬
も
屋
外
で

の
牛
の
運
動
を
欠
か
さ
な
い
。
母
親
の
美

笑
子
さ
ん
は
、
自
家
産
生
乳
で
造
っ
た

チ
ー
ズ
を
販
売
し
て
い
る
。

「（
牧
場
で
）稼
い
で
い
る
の
は
牛
た
ち
で

あ
り
、
人
間
は
世
話
役
と
し
て
動
く
だ
け
。

牛
が
当
た
り
前
に
歩
け
、
食
べ
て
、
眠
れ

る
─
─
と
い
う
自
然
に
近
い
状
況
を
つ
く

る
の
が
僕
ら
の
仕
事
で
す
」

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
牛
に
伝
わ

る
の
で
、
牛
舎
に
音
楽
を
流
す
な
ど
自
分

を
緩
く
し
て
日
々
を
過
ご
す
、
と
い
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

の
あ
り
方
に
対
し
て
は
、

「
法
律
で
し
ば
る
の
は
ど
う
か
な
。
家
畜

福
祉
の
選
択
の
な
か
で
、
こ
れ
と
こ
れ
を

や
る
と
乳
価
を
上
乗
せ
す
る
、
と
い
う
や

り
方
が
理
想
で
は
な
い
か
。
大
切
に
育
て

た
牛
の
生
乳
を
評
価
し
て
く
れ
る
人
が
、

少
し
ず
つ
で
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
」

　

と
期
待
を
寄
せ
、
話
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

遊
楽
部
川
上
流
の
丘
陵
地
帯
に
広
が
る
、

３
７
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
面
積
を
有
す

る
北
里
大
学
獣
医
学
部
の
八
雲
牧
場
。
こ

こ
は
農
場
内
の
草
だ
け
で
肉
牛
を
育
て
て

い
る
日
本
で
も
希
有
な「
自
給
飼
料
１
０

０
％
」の
牧
場
だ
。
和
牛
の
日
本
短
角
種

と
フ
ラ
ン
ス
原
産
の
サ
レ
ー
ル
種
と
の
交

雑
種
を
中
心
に
、
２
３
０
頭
ほ
ど
の
肉
牛

を
飼
育
し
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
た
ち
は
、
八
雲
牧

場
の
見
学
も
行
な
っ
た
。

　

夏
場
の
放
牧
期
間
中
、
母
牛
た
ち
は
放

牧
地
で
出
産
し
、
半
年
間
、
生
ま
れ
た
子

牛
と
一
緒
に
す
ご
す
。
舎
飼
い
時
も
出
産

後
の
１
カ
月
間
ほ
ど
、
子
牛
は
直
接
、
母

牛
の
乳
を
飲
ん
で
育
つ
。
畜
産
業
界
で
は
、

生
後
ま
も
な
く
母
親
か
ら
引
き
剥
が
さ
れ

る
子
牛
が
大
方
な
だ
け
に
、
こ
こ
は
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
適
っ
た
飼
育
方
法

を
採
用
し
て
い
る
。

　

牛
た
ち
が
食
べ
る
の
は
農
場
の
牧
草
だ

け
で
、
穀
物
は
与
え
な
い
。
化
学
肥
料
や

農
薬
は
全
く
使
わ
ず
、
Ｊ
Ａ
Ｓ（
日
本
農

林
規
格
）の
有
機
認
証
も
取
得
し
た
。
ス

ト
レ
ス
の
な
い
環
境
で
育
っ
た
牛
た
ち
は

適
度
に
肥
り
、
す
こ
ぶ
る
健
康
的
だ
。

　

見
学
会
の
座
学
タ
イ
ム
で
は
、
北
里
大

助
教
で
牧
場
職
員
の
小
笠
原
英
毅
さ
ん
か

ら
、「
北
里
八
雲
牛
」の
特
徴
や
販
路
開
拓

の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
聴
い
た
。

　

赤
身
肉
の「
北
里
八
雲
牛
」は
、
一
般
流

通
で
は
真
っ
当
に
評
価
さ
れ
な
い
。
そ
の

た
め
独
自
ル
ー
ト
を
創
っ
て
販
路
を
開
拓

し
て
き
た
。
90
年
代
半
ば
か
ら
の
東
都
生

協（
本
部
・
東
京
。
組
合
員
数
23
万
人
）と

の
産
直
が
最
大
の
供
給
先
だ
。

　

同
生
協
で
は
、
１
７
０
０
人
が「
北
里

八
雲
牛
セ
ッ
ト
」の
会
員
に
登
録
し
、
定

期
的
に
肉
を
購
入
す
る
。
牧
場
側
は
毎
月
、

通
信
を
発
行
し
、
牧
場
の
様
子
や
料
理
レ

シ
ピ
な
ど
を
紹
介
。
牧
場
ス
タ
ッ
フ
は
東

京
に
出
向
き
、
宅
配
車
に
同
乗
し
て
組
合

員
の
声
に
耳
を
傾
け
る
。
こ
う
し
た
努
力

の
結
果
、
会
員
数
が
増
え
て
い
る
。

　

牧
場
だ
け
で
は
牛
肉
の
供
給
に
限
界
が

あ
る
。
そ
こ
で
、「
北
里
八
雲
牛
」の
受
精

卵
を
酪
農
家
の
乳
牛
に
移
植
し
、
生
ま
れ

た
子
牛
を
牧
草
１
０
０
％
で
育
て
る
取
り

組
み
も
進
む
。
そ
の
数
29
頭
に
増
え
、
地

元
農
家
に
す
そ
野
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
は
、
今

後
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

※
北
海
道
・
農
業
と
動
物
福
祉
の
研
究
会

と（
公
社
）畜
産
技
術
協
会
は
11
月
21
、
22

の
両
日
、
十
勝
管
内
で
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。
幕
別
町
の「
よ
つ
葉
放
牧

生
産
者
指
定
ノ
ン
ホ
モ
牛
乳
」生
産
農
場

を
見
学
す
る
一
方
、
松
木
洋
一
さ
ん（
別

項
を
参
照
）や
自
農
場
の
生
乳
を
使
っ
て

乳
製
品
加
工
を
手
が
け
る
㈲
あ
す
な
ろ

フ
ァ
ー
ミ
ン
グ（
清
水
町
）の
村
上
勇
治
社

長
、
更
別
農
業
高
生
の
友
西
こ
の
み
さ
ん

ら
の
講
演
・
報
告
を
聴
く
。
参
加
費
１
０

０
０
円
。
詳
細
は
、
同
研
究
会
の
奥
野
尚

志
さ
ん（
携
帯
：
０
９
０
─
７
５
１
４
─

０
３
５
４
。
午
後
６
時
以
降
）ま
で
。

自
給
飼
料
１
０
０
％
を
実
現

「
北
里
八
雲
牛
」か
ら
も
学
ぶ

20
世
紀
型
の
畜
産
を
見
直
し

「
５
つ
の
自
由
」踏
ま
え
て
改
革

家
畜
は
感
受
性
あ
る
生
命
存
在

雄
子
豚
の
去
勢
廃
止
も
日
程
に

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
名
誉
教
授（
農
業
経
済
学
）

松
木 

洋
一
さ
ん

も
、「
満
た
さ
れ
て
生
き
て
い
る
状
態
」と

受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア（
Ａ
Ｗ
）畜
産

と
は
、
最
終
的
な
死
を
迎
え
る
ま
で
、
ス

ト
レ
ス
か
ら
自
由
で
、
行
動
要
求
を
満
た

さ
れ
た
健
康
的
な
状
態
で
家
畜
を
飼
育
す

る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。
さ
ら
に
人
間
も
、

飼
育
過
程
の
な
か
で
家
畜
か
ら
癒
し
を
受

け
、
満
ち
足
り
た
状
態
で
共
に
生
き
る
こ

と
、
と
受
け
止
め
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

世
界
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産

の
原
則
は
、「
５
つ
の
自
由
」に
依
拠
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
、
家
畜
に

と
っ
て
自
由
な
飼
育
方
法
で
す
。

①
飢
え
と
渇
き
か
ら
の
自
由（
健
康
と
活

　

力
の
た
め
に
必
要
な
新
鮮
な
水
と
飼
料

　

の
給
与
）

②
不
快
か
ら
の
自
由（
畜
舎
や
快
適
な
休

　

息
場
な
ど
適
切
な
飼
育
環
境
の
整
備
）

③
痛
み
、
傷
、
病
気
か
ら
の
自
由（
予
防
・

　

救
急
医
療
や
救
急
処
置
）

④
正
常
行
動
の
発
現
の
自
由（
十
分
な
空

　

間
、
適
切
な
施
設
、
同
種
の
仲
間
の
存

　

在
）

⑤
恐
怖
や
悲
し
み
か
ら
の
自
由（
心
理
的

　

な
苦
し
み
を
避
け
る
飼
育
環
境
の
確
保

　

と
適
切
な
待
遇
）

　

僕
は
最
近
、
関
東
な
ど
の
農
業
者
と
、

「
癒
し
を
受
け
る
側
面
を
考
え
る
と『
５
つ
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農
産
物
で
は
な
く
、「
感
受
性
の
あ
る

生
命
存
在
で
あ
る
」と
明
文
化
さ
れ

ま
し
た
。
す
べ
て
の
法
律
は
条
約
に

従
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

家
畜
福
祉
条
項
に
基
づ
い
て
、
法
令

や
政
策
が
次
々
に
整
備
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
99
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
か

ら
家
畜
福
祉
補
助
政
策
を
主
張
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
反

対
な
ど
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

の
で
、「
自
分
た
ち
で
や
っ
て
し
ま
お

う
」と
多
国
間
協
定
や
家
畜
福
祉
食

品
の
表
示
ラ
ベ
ル
を
作
っ
た
り
し
た
。

（
家
畜
福
祉
を
進
め
る
こ
と
で
生
じ

る
）コ
ス
ト
に
対
す
る
補
助
金
制
度
は
す

で
に
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
採
卵
鶏
の
従
来
型
バ

タ
リ
ー
ケ
ー
ジ
飼
育
は
12
年
１
月
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
妊
娠
豚
用
の
ス

ト
ー
ル
飼
育
も
、
13
年
１
月
以
降
は
受
胎

後
４
週
間
以
降
、
分
娩
予
定
日
１
週
間
ま

で
の
期
間
、
全
面
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
て
も
興
味
深
い
の
は
、
か
な
り
ラ
ジ

カ
ル
に
動
き
始
め
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
と
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
は

最
近
、「
家
畜
福
祉
宣
言
」を
行
な
い
、
今

年
７
月
に
は
こ
の
３
カ
国
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
が
Ｅ
Ｕ
委
員
会
に
対
し
、「
豚
保
護
指

令
」の
改
正
を
勧
告
し
ま
し
た
。「
全
農
場

で
豚
の
断
尾
を
禁
止
す
る
法
令
の
導
入
」

「
飼
育
面
積
の
拡
大
」「
ス
ノ
コ
床
の
改
善
」

な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
き
い
の
は
、
10
年
の
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
宣
言
で
、「
す
べ
て
の
雄
子
豚

の
去
勢
を
18
年
ま
で
に
廃
止
す
る
」と
採

択
し
た
こ
と
で
す
。
現
実
に
は
、
Ｅ
Ｕ
全

体
で
は
12
年
現
在
、
80
％
ほ
ど
の
雄
子
豚

が
去
勢
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
第

１
は
、
去
勢
し
な
い
雄
の
豚
肉
に
は
不
快

な
臭
い
が
あ
り
、
市
場
が
受
け
入
れ
て
こ

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
市
場
関
係
者
や
消
費

者
へ
の
調
査
で
非
去
勢
豚
肉
へ
の
偏
見
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
飼
料
給
与
の
変

更
、
肥
育
期
間
の
短
縮
な
ど
で
、
そ
の
汚

名
は
弱
ま
っ
て
い
ま
す
。
去
勢
を
廃
止
す

る
の
は
大
き
な
課
題
で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
た
ち
は
、
非
去
勢
の
ほ
う
が
経
営

的
に
優
位
と
す
る
科
学
的
な
研
究
の
上
に
、

こ
の
問
題
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
の
推
進

に
は
、
付
加
価
値
を
持
っ
た
商
品
と
し
て

「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
・
ク
オ
リ
テ
ィ（
家
畜
福

祉
品
質
）ブ
ラ
ン
ド
」を
作
り
、
市
場
経
済

の
な
か
で
家
畜
福
祉
食
品
を
実
現
し
て
い

く
路
線
と
、
直
接
支
払
い
で
補
助
金
を
支

払
う
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。（
後
者
は
）一

定
の
基
準
を
超
え
る
場
合
、
年
間
５
０
０

ユ
ー
ロ（
大
家
畜
１
頭
あ
た
り
）が
支
払
わ

れ
、
政
策
助
成
と
市
場
経
済
の
ブ
ラ
ン
ド

化
が
連
動
し
、
家
畜
福
祉
を
振
興
し
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

09
年
の
共
通
農
業
政
策（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）改
革

で
、
外
部
か
ら
の
農
薬
や
肥
料
な
ど
の
投

入
禁
止
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
直
接
支
払
い
は
、
自
然
と
共
生

す
る
農
業
と
家
畜
福
祉
の
２
本
柱
で
動
い

て
い
ま
す
。
た
だ
、
財
政
難
で
補
助
金
行

政
が
後
退
し
、
家
畜
福
祉
直
接
支
払
い
は

減
額
さ
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

市
場
経
済
の
な
か
で
家
畜
福
祉
食
品
を

ど
う
振
興
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
04
年

か
ら
09
年
ま
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ワ
ー
ゲ
ニ

ン
ゲ
ン
大
学
が
中
心
に
な
っ
て
研
究
開
発

を
し
ま
し
た
。
直
接
支
払
い
政
策
の
財
政

負
担
の
限
界
が
見
え
て
き
た
こ
と
を
背
景

に
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
の
開
発
が
主
要
な

方
向
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
政
府
と
企
業
、
研

究
者
、
農
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
07

年
に
豚
の
去
勢
廃
止
の
宣
言
が
な
さ
れ
、

チ
ェ
ー
ン
開
発
の
主
体
で
あ
る
小
売
り
協

会（
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）や
食
肉
の
企

業
、
農
業
者
、
養
豚
経
営
者
の
組
合
を
中

心
に
業
界
の
人
た
ち
が
主
導
権
を
持
ち
、

そ
れ
を
政
府
や
動
物
保
護
協
会
が
後
援
す

る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

ワ
ー
ゲ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
を
中
心
に
し
た

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
、
そ
の
な

か
か
ら
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
も

含
め
た
新
し
い
概
念
と
し
て
、「
持
続
的
食

品
」と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

根
底
に
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
は
理
想

的
だ
け
れ
ど
、
消
費
は
頭
打
ち
と
い
う
現

状
認
識
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
政
府
は「
持
続
的
食
品
」に
つ

い
て
、
①
生
産
か
ら
加
工
ま
で
の
段
階

で
、
法
的
基
準
以
上
の
食
品 

②
環
境
的

で
、
動
物
福
祉
と
偽
装
工
作
を
し
な
い
な

ど
社
会
的
規
範
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
食
品

─
─
と
定
義
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

食
品
を
伸
ば
す
た
め
に
、
ラ
ベ
ル
を
貼
っ

て
認
証
し
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

ま
ず
、
養
豚
部
会
と
オ
ラ
ン
ダ
の
農
業

者
の
組
合
、
動
物
保
護
協
会
が
連
携
し
、

農
業
現
場
で
実
行
で
き
る
も
の
と
し
て

「
快
適
水
準
原
則
」を
創
り
ま
し
た
。
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
認
証
の
よ
う
な
き
び
し
い
も
の

で
は
な
く
、
各
農
場
が
持
っ
て
い
る
飼
育

条
件
や
経
営
要
素
を
踏
ま
え
、
今
後
の
改

善
計
画
を
示
し
て
認
証
し
て
い
く
、
と
い

う
原
則
に
基
づ
い
て
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

担
い
手
の
主
体
と
し

て
は
、
①
Ｅ
Ｕ
の
直
接

支
払
い
制
度 

②
オ
ラ

ン
ダ
の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ

ル
フ
ェ
ア
食
品
チ
ェ
ー

ン
産
業
助
成 

③
ワ
ー

ゲ
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
の
実

務
的
な
研
究
開
発 

④

動
物
保
護
の
市
民
活
動 

⑤
食
品
加
工
流
通
企
業 

⑥
有
機
認
証
団

体 

⑦
消
費
者
グ
ル
ー
プ
の
直
売
店
─
─

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
食
品
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
核
に
な
っ
て
い
る
の
が

「
ベ
タ
ー
レ
ー
ベ
ン
」の
認
証
マ
ー
ク
で

す
。
基
準
に
よ
っ
て
星
の
数
を
１
つ
か
ら

３
つ
ま
で
付
け
、
ス
ー
パ
ー
の
畜
産
商
品

に
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
ベ
タ
ー
レ
ー
ベ
ン

食
品
の
販
売
額
は
、
08
年
に
６
８
０
０
万

ユ
ー
ロ
で
し
た
が
、
13
年
に
は
４
億
７
３

０
０
万
ユ
ー
ロ
と
、
７
倍
く
ら
い
の
す
ご

い
勢
い
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド（
Ｐ
Ｂ
）も
あ
る
。
禁
止

さ
れ
た
鶏
の
ケ
ー
ジ
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
、
養
鶏
設
備
メ
ー
カ
ー
が
開
発
し
た
、

「
ロ
ン
デ
ィ
ー
ル
」と
い
う
１
カ
所
３
万
羽

規
模
の
養
鶏
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
に
２
、
３
カ
所
し
か
な
い
の
で

す
が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
日
本
に
売
ろ
う

と
し
て
い
る
。

　

ベ
タ
ー
レ
ー
ベ
ン
の
３
つ
星
は
有
機
畜

産
が
条
件
で
す
。
ロ
ン
デ
ィ
ー
ル
は
輸
入

の
配
合
飼
料
を
与
え
て
い
ま
す
が
、「
３
つ

星
に
し
よ
う
」と
の
評
価
に
な
り
ま
し
た
。

ロ
ン
デ
ィ
ー
ル
の
卵
は
１
個
40
円
、
有
機

卵
の
値
段
と
同
程
度
で
す
。
安
売
り
の
卵

は
１
個
18
円
く
ら
い
な
の
で
、
２
倍
ほ
ど

に
な
り
ま
す
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
養
豚
は
、
日
本
と
違
っ

て
施
設
型
が
多
く
、
放
牧
養
豚
は
５
農

場
く
ら
い
と
き
わ
め
て
少
な
い
。
し
か

し
、
徐
々
に
放
牧
養
豚
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
小
規
模
な
一
貫
飼
育
を
し
て
、
地
域

に
あ
る
資
源
で
飼
料
を
作
り
、
地
域
の
肉

屋
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
消
費
者
と
つ
な
が
る
。

25
頭
以
上
に
は
飼
育
頭
数
を
増
や
さ
な
い
、

と
い
う
経
営
方
針
の
農
場
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
見
て
い
る
と
、
ア
ニ

マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
に
は
２
つ
の
道

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
つ
は
、
ス
ー
パ
ー
主
導
型
の
チ
ェ
ー

ン
で
す
。
ロ
ン
デ
ィ
ー
ル
の
よ
う
な
、
数

万
羽
単
位
の
鶏
舎
を
持
っ
た
生
産
に
基
づ

い
て
、
ス
ー
パ
ー
の
チ
ェ
ー
ン
と
結
合
す

る
─
─
こ
れ
が
主
流
で
し
ょ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
小
規
模
飼
育
と
放
牧
型

の
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
畜
産
で
す
。

地
元
の
中
小
企
業
や
消
費
者
グ
ル
ー
プ
の

直
売
店
と
つ
な
が
り
、
家
畜
の
ふ
れ
あ
い

体
験
や
音
楽
会
な
ど
で
交
流
を
し
な
が
ら
、

牧
場
内
の
生
物
多
様
性
の
保
全
と
い
っ
た

新
し
い
価
値
を
見
つ
け
て
い
く
。
単
な
る

物
の
売
買
で
は
な
い
、
未
来
の
価
値
に
対

す
る
投
資
や
交
流
と
い
う
新
し
い
つ
な
が

り
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

（
８
月
29
日
、
八
雲
町
内
で
収
録
）
※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」takikawa.essay.jp/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

オランダ経済農業省が認めたアニマルウェル
フェア食品の認証ロゴマーク（提供：松木洋一）

家畜福祉に配慮した「ロンディールシステム」の鶏舎（オランダのウェ
ブサイト　hollandfoodpartner.com/ から）

北海道内でも少しずつ増えている放牧養豚。肥育期間が長くなるが、
健康な豚に育つ（檜山管内のせたな町で）

独
自
の
Ａ
Ｗ
認
証
食
品
マ
ー
ク

で
販
売
高
が
５
年
間
で
７
倍
に

地
域
と
つ
な
が
る
小
規
模
飼
育

や
放
牧
畜
産
に
新
た
な
可
能
性

直
接
支
払
い
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を

組
み
合
わ
せ
Ａ
Ｗ
食
品
を
振
興


